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旨意N．B。：P＝投影Project量on；D＝面硯Direc亡visual　observat量on；C＝曇
　Cloud；R＝雨Rain；S＝雪Snow；M＝歓測Missed．
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★遊星面諜報皆PI・n・t・g・aphy．
　1939年度の火星大接近を塗って，その報告を終へて後，當課は課長の多忙に
紛れ，恰然，開店休業の歌態だつたが，其間，課員諸氏から，木星，金星等の
報告を頂いてみたので，ここに，久瀾を叙して，報告をする事とする．
　　　　　　　　　　　　　　　〔1938年度〕
　　木　星一青木　　章（大　阪）　7．5cm反射経緯儀140倍…・一・一7枚　　　、
　　金星一一坂上　務（鹿翁島）11．5cm反射赤道儀／66倍・…一・……2枚
　　　　　　　　　　　　　　　〔1939年度〕
木　星一大口　周作（大　阪）
　　　　小澤　喜一（名古屋）
　　　　告池　浩暢（静岡縣）
　　　　坂上　　務（鹿児島）
　　　　竹内　　潤（大　阪）
木
金
15cm反，経，　220倍・・
26cm反，赤，　230倍・・
5．8cm屈折，経，133倍・・
10cm反，纒，　152倍・・
ili盤i　li翻
山根不三（東京）　10cm反，赤，
2枚
1放
1枚
3枚
4枚
l19倍一一6赦
津留　繁雄（熊　本）　13cm　JiE，経，　170倍……………6枚
東京市立一中　10cm屈，赤，　120倍・…　　12枚
　　　　　　　　　　　〔1940年度〕
星一金山　　明（尼　崎）　7。5cm反，経，
　　富田弘一鄭（東　京）11．5cm反，経，
　　日野　繁（東京）　10cm反，経，
　　転回　献（豪　北）　10cm屈，赤，
　　東京市立一中　10cm堀，赤，
星一坂上　　務（鹿児島）　10cm反，織
100倍：…・一・…2枚
167倍・・・・　　…　rr・・6赦
160f音・・・・…　…　・…　　2オ女
250倍・・・・・・・…　一　　1枚
120倍……・　　　3枚
160倍……………1枚
　見：取圖の歎は以上の如くで，特に，山根，富田の雨氏からは，美しいそして債
値多き見取圖を受領した．見取圖を必ずしも美しく書く必要はない寮，然し，
（外國4）例を引くのは恐縮だが），Denning，　Phillips，　Antoniadi等の美しい見
取圖の作者は全て，此道の樺威者である事實に徴しても，飴リラフな，良い加
減な書き：方は極力排し，出來得る限IP美しく精確に書く檬注意され度いものと
思老する．これは木星の見取圖のみでなく，火星等に於ても，是非考へられた
い事項である．
　以上の合計59枚の見：製薬以外に，東京の樋上敏一氏から，1939年度6，7月分
の金星観測概況の報告及，長野縣の降籏常雄氏から1939年10月16，17，18，19
の4日間に渉る，．木星面赤道帯地方に現はれた著しい白斑群の攣化報告があっ
た．
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　，以上の見取圖から，末屋面の二二の猷態を見ると，1938年度は6月7月頃は，
、北赤道縞が最も著しく・南赤道縞は鯨り目立たなかったが，9月頃には南赤道
縞も二丁著しくなって來・1939年度に入ると・南赤道帯は急激に濃度と太さを
加へ，且・赤道圏は・黒さを回し・この淡黒い・赤道圏中に，北赤道縞に接し
て，白斑の群が，数多く獲生して，攣化移動を行った事が窺はれる．1940年度
に入るに從って，再び，南赤道縞は淡く細く攣化し，年末には随分淡く槌色
し，鍵って南温帯縞が，暗々濃化し來つた事を知る事が出來る．
’火星が今年は10月初旬に地球に最も接近する，生櫓，中支，沖縄を通る皆既
日食と時を同じくするので，観測陣の弱化が心配される，が，内地に淺られる
留守隊は，是非火星の方にも，努力を分って頂きたい．今年の火星は一昨年
（1939年）度が大接近ではあったが，非常な低室の爲良成績が得られなかったの
と異り，今年は，高度も三島あり（10月初旬に於ける赤緯は＋4。前後で）中天高
く仰ぐ位置にある．醍直径は，最：大22．7”に：達し，1939年度の最大醍直径23”籐
と比較して著しい差は認められないから，・高度が高い丈け，観測條件は良好と
なってぬるから，1939年度に絵り香ばしい成績を得られなかった當課は，今年
こそ………の感を深くしてみる．観測についての詳細は，逐次天界誌上に獲表
するが，もう視直脛も6”を超え，曉の東南の室に相當高く昇って來てるるから
15糎以上の望遠鏡断有者は，ボツボツ観測を開始せられて良い．今年度は特
に，量より質を重んじ度く，使用器械も倍率に係はらす相當口径の方を重言し
度v・決心を持ってるる。シ1イングは是非嚴撰され丸く，悪シτイング続演に
よる見振古歎の低下は問題とせぬ様，努めて良好な観応の許に，見取圖を得て
頂き度い．ついでに：今一つ苦言を呈するならば，1939年度に於ける使用倍率は
一般に高きに過ぎた嫌ひがあり，今年の衝は，必ず無謀な高倍率を使用する事
なき檬注意され云い．（この問題については観測指導記事として別記の豫定）．
以上，過去の記録と，今年の火星観測についての報告を爲して，開店開業に復
し度V・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊達英太郎）
☆黄道光躁Z。diacal　Light・．
　東京の富田氏より去る二月16日夕と同22日夕の観測報告を受理した．叉，・大
陸の戦線上の田村軍讐中尉より昨年十一月中旬の回天の観測報告を受理した．
之れは手紙の形になってみるので，通信欄に載せた．一日本の軍人は，生死
の間に於いても天文観察をやる．偉いものである1
　筆者は去る二月15日の夕刻，紀州南部の海岸でパラスケヂプiロス彗星を観
測中，はからずも，前代未見の立派な黄道光を見た．形は多少傾いた三角形で，
明るさは實に見ごとで，30年來，未だかつて見たことの無い明るいものであっ
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た．其の御かげで，折角の大彗星の光芒がよほど妨げられた恨みがあった．み
の夜は，久しぶりに晴れたので，各地の正員は待望の彗星を見られたことと思
ふが，同時に，あの黄道光を見た人々は，ありのま」の印象を報告して下さい．
　3年前，即ち1938年のス1・クホルム市に於ける國際天文同盟の総禽で，黄道
光用の星圖を撰定する委員を翠げることとなり，筆者が委員長として，委員を
選び，圖を撰定することを托された．しかるに二心，公私，事多く，其のうち
に世界は三二駄態となり，國際交信が困難となったので，どうしたものか？！と
迷ってみた．ところが，最近，ベルギ1のF．de　Roy氏から手紙が参り，星
圖撰定の件を催促して來た．己れでは，一つ奮働せねばなるまい．さし當り，
日猫伊米誌露等から適當な委員を暴げたV・と思ってみる．
　紀州に避壷中，かの“地震虹”の話手君と度々談合した．同君の主唱する“虹
の現象は，われ々々黄道光課に於いて採り上げて研究すべきものだと思ふ．つ
いては，佐野英生君など，既に可なりの経験を有ってゐられるらしいが，近V・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうちに何か具盟的な研究方針を定めたV・と思ってみる．　　（1941－3－10）
　☆流星諜だよりM。t，。rs．（113）課長小棋孝二頁B・K．　K・m・ki，　P・e・id・nt
　五月に活動する主な流星群（May　Swarms）は次の通りである．
　　1日～10日　　α＝330。～340。δ＝一3。～一2。　水瓶ηAqr　速痕
　　下旬　α＝240　δ＝十29　戸冠CrB　速白
　以上の外10日頃に（a＝198。，δ＝一14Q），13日「頃に（α＝2520，δ＝十6。），14
日頃に（α237。，δ二十12。）を輻射黙とする流星群がロシヤのSytinskaja女
史によって注意されてるる．
　前回獲表以後報告されたrecently　reported襯測は下の通りで，何れも四
分儀群Quadrantidsのものである．
　木村　直樹　（昨年十二月，本年一月分）’（新開郭者）　　和歌山市
　石橋　　』正　（本年一月分）　　　　　　‘．　　　　　　　東京市
　　西尾利夫（本年一月分）　　　　　　　　　大阪市
　この外に山形縣左澤町の清野哲男氏から火球の報告を得た．
　．關東出中部に点て新に観測網を組織し，同時槻測をする計書が立てられてみ
る．これに参加される約旧名の襯二者の分布は，東京府，千葉縣，群馬縣，伸
奈川縣，山梨縣，長野縣，石川縣の一一府画図に及ぶものである．本年度は上半
期に於ては，乙女座火球群，水瓶群ηで下記期には水瓶δ群，ペルセゥス群，
白鳥κ群，獅子群，双子群を主目的とさるk由である．同地方に於ける襯二
二二者は千葉縣柏町の江川義氏と蓮絡せられたい．Net　of　simultaneous
observations　in　Kwanto－district　is　planned．　（lg41．　3．　2）
